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＊山下芳子氏からの資料（野辺山宇宙電波観測所、光電子午環建設のころ） 

 2012 年 3 月に国立天文台を退職した山下芳子氏からはいろんな貴重な資料の提供を受け

ている。2013 年 3 月に東京大学を退職された山下芳子氏のご主人が大学から持ち帰ったも

の中に天文台関係の資料があったと送っていただいた。この中には筆者が始めてみるもの

もあり、アーカイブ室の資料としておきたい。 

2013 年 4 月 8 日に届いた山下芳子、山下信一両氏からの資料 

１）国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 2001 年 1 月版：1冊 

２）文部省国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 1988 年 10 月版：1冊 

３）東京大学東京天文台パンフレット 1983 年版：表紙がエッシェルスペクトル 

４）建設中の野辺山宇宙電波観測所（45m 電波望遠鏡）写真：年次報告の口絵写真 

５）東京大学東京天文台木曽観測所パンフレット（1974 年 10 月開所） 

６）東京天文台 100 年記念郵便切手カバー：2個 

７）磯部琇三「光学天文観測における多量情報処理」：科学 Vol.47,No.5、1977．May（別

刷） 

８）井上 允（名古屋大学理学部）「電波言カタログ（Ⅱ）」：天文月報別刷 p331 

９）清水 実、磯部琇三「世界の望遠鏡技術の現状と展望」天文月報別刷：第 75 巻第 3号 

１０） 東京大学東京天文台「大型宇宙電波望遠鏡観測装置」パンフレット昭和 52 年 6 月

版：2冊 

１１） 東京大学東京天文台「自動光電子午環パンフレット」：昭和 55 年 5 月版 

１２） NITSUKI REPORT「特集：ミリ波への挑戦」（東京大学投稿天文台 大型宇宙電波

望遠鏡観測装置） 

１）の 2001 年版岡山天体物理観測所パンフレット(写真 1)は筆者がハワイ滞在中だった

せいか手元に届いた覚えがない。12 年前のパンフレットで歴史を感じさせる。２）の岡山

天体物理観測所パンフレット 1988 年版（写真 2）はさらに 13 年前のものである。CCD 素子

での観測が始まったころのものでニュートン焦点に CCD カメラが搭載された写真がある。

これらのパンフレットについては稿を改めて紹介したい。 

３）の 1983 年版東京大学東京天文台パンフレットは野辺山宇宙電波観測所開所直後に作

られたもので裏表紙には 45m ミリ波電波望遠鏡の鏡面がアップされている。表紙は乗鞍コ

ロナ観測所 25 ㎝コロナグラフのエッシェルスペクトルでカラフルである。４）は東京天文

台年次報告の口絵写真に用いられた 45m ミリ波電波望遠鏡(写真 4)である。５）の木曽観測

所のパンフレット(写真 5)は 1974 年 10 月に開所した観測所の概要を紹介したもので、写真

は 1枚もなく、105 ㎝シュミット望遠鏡の諸言が紹介されている質素なものである。６）の
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 これらのパンフレット類は今となっては歴史的に貴重な資料である。こういったパンフ

レットは図書室に確実に残るものではなかろう。このようにアーカイブ室に残れば歴史的

資料になる。 

 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


